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19世紀末の⼥性運動家カルティニを通じて、20世紀前半のインドネシア・ナショナリズム
の夜明けを描く。その時代の⾵景とは、美しい熱帯の⾵景画が応接間に飾られ、社会の成

員に共有されていく⾵景であり、クロンチョン⾳楽が時空間を超えて流⾏していく⾵景で

ある。政治共同体としての〈インドネシア〉が姿かたちをあらわす前夜、このような⽂化

現象が、カルティニの⼼象⾵景と重なりあい、ナショナリズムの通奏低⾳をなしていく。

⼀介のインドネシア⾳楽研究者として、私はクロンチョン⾳楽の考察にケチをつけたくな

る。だが重要なのは、絵画や⾳楽といったナショナリズムとは⼀⾒無縁の⽂化がじつはそ

の基層をなしているということだ。その実証には限界がある。なぜならこれは「ノスタル

ジア」だからだ。それはインドネシアにとってのノスタルジアであり、⼟屋にとってのノ

スタルジアでもある。⼟屋はこの「ラブレター」を綴るうちに、カルティニ、⾵景画、ク

ロンチョン⾳楽から漂う情感を、「祖国インドネシア」へのノスタルジアの⼼性として結

びつけていく。これは物語の域を超えて芸術であり、達⼈的な表現による名⼈芸である。
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出典:

⼟屋健治『カルティニの⾵景』（めこん、［めこん選書2］、1991年）
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⼟屋健治の⽣涯の研究関⼼をテーマに据えて、⼟屋健治にゆかりの深い⼈々が執筆し

た論集。
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